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資料１ 

 

パブリックコメントの実施結果 
 
小 牧 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 全 体 構 想 （ 案 ） に つ い て 、 以 下 の

と お り 意 見 募 集 を 行 い ま し た 。  

 
 １  意 見 募 集 期 間  

令 和 元 年  ９ 月 １ ７ 日 (火 ) か ら   

令 和 元 年 １ ０ 月 １ ７ 日 (木 ） ま で  

 

 ２  意 見 募 集 の 周 知 方 法  

( 1 )  広 報 こ ま き  ９ 月 １ ５ 日 号  

(2)  市 ホ ー ム ペ ー ジ  

 

 ３  資 料 閲 覧 場 所  

( 1 )  市 ホ ー ム ペ ー ジ  

(2)  市 役 所 都 市 計 画 課 窓 口 (東 庁 舎 ２ 階 ) 

(3)  市 役 所 情 報 公 開 コ ー ナ ー (本 庁 舎 1 階 ) 

(4)  東 部 ・ 味 岡 ・ 北 里 市 民 セ ン タ ー  

 

 ４  提 出 さ れ た 意 見 の 件 数  

４ 名 よ り 計 ７ 件  

 

( 参 考 ) 意 見 提 出 方 法 の 内 訳   ( 単 位 ： 人 )  

提 出 方 法  郵 送  メ ー ル  ファックス 持 参  計  

人 数  ０  ３  １  ０  ４  
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５  提 出 さ れ た 意 見 と 市 の 考 え 方 に つ い て  

N o  意 見  意 見 に 対 す る 市 の 考 え 方  

１  

現 行 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ

ン の 「 み ど り （ 公 園 ・ 緑 地

等 ） の 方 針 」 ま た 「 緑 の 基 本

計 画 」 に 「 コ マ キ 緑 の ＋ α 計

画 」 の 記 述 が あ り ま す が 、 今

回 の 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン

（ 案 ） は 、 こ の 語 が 消 え て い

ま す 。 緑 に 対 す る 姿 勢 が 後 退

し た 印 象 を 受 け ま す が 、 取 り

や め る の で し ょ う か 。  
濃 尾 平 野 を 東 西 に 樹 林 帯 が

横 断 す る グ リ ー ン ベ ル ト の 実

現 の た め 、 植 樹 の 奨 励 、 空 き

地 の 樹 林 化 、 市 街 化 区 域 外 等

に あ る 住 居 の 移 動 誘 導 等 の 政

策 や 制 度 設 計 が あ れ ば と 思 い

ま す 。  
地 球 温 暖 化 が 叫 ば れ る 中 、

ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 や 水 害

の 軽 減 ・ 抑 制 の 一 要 素 と し

て 、 ま た 人 々 の 健 康 や 生 活 の

潤 い づ く り の 一 要 素 と し て 、

緑 に 対 す る 考 え 方 の 転 換 が 求

め ら れ る 時 代 に な っ て き て い

る と 思 い ま す 。  
保 全 が 中 心 で は な く 、 回

復 、 ま た は 拡 充 、 活 用 の 視 点

が 必 要 と 思 い ま す 。  

都 市 計 画 に お い て 、 み ど

り （ 公 園 ・ 緑 地 等 ） に つ い

て は 、 極 め て 重 要 な 構 成 要

素 で あ る と 考 え て い ま す 。  
現 行 の 都 市 計 画 マ ス タ ー

プ ラ ン は 、 平 成 2 1 年 度 に 改

定 し ま し た が 、 平 成 2 8 年 度

に 中 間 見 直 し を 行 っ て お り

ま す 。 ご 指 摘 の 記 述 内 容 に

つ い て は 、「 小 牧 市 緑 の 基 本

計 画 」 を 平 成 2 4 年 3 月 に 策

定 し た こ と か ら 、 こ の 際 に

記 述 し た も の で あ り ま す 。  
「 小 牧 市 緑 の 基 本 計 画 」

は 、 計 画 終 期 が 令 和 ２ 年 度

で あ り ま す の で 、 今 年 度 よ

り 改 定 作 業 を 進 め て い ま

す 。  
 こ う し た こ と か ら 、「 小 牧

市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン

全 体 構 想 （ 案 ）」 に お け る

「 み ど り （ 公 園 ・ 緑 地 等 ）

の 方 針 」 に つ い て は 、 基 本

的 な 事 項 の 記 述 に と ど め た

も の で あ り ま す 。  
 な お 、 い た だ い た ご 意 見

に つ い て は 、「 小 牧 市 緑 の 基

本 計 画 」 の 改 定 に お い て 、

参 考 と さ せ て い た だ き ま

す 。  

２  

木 曽 川 水 系 等 の 氾 濫 に よ る

濃 尾 平 野 全 域 に 起 こ る 洪 水 の

可 能 性 に つ い て 心 構 え や 対 処

も 視 野 に 入 れ て お く 必 要 性 を

感 じ ま す 。  

本 市 西 部 の 一 部 区 域 は 、木

曽 川 水 系 木 曽 川 の 洪 水 浸 水

想 定 区 域（ 想 定 最 大 規 模 ）と

な っ て お り ま す 。  
こ の た め 、い た だ い た ご 意

見 や 昨 今 の 全 国 各 所 に お け

る 甚 大 な 災 害 発 生 状 況 を 鑑

み 、都 市 計 画 に お き ま し て も

調 査 及 び 研 究 が 必 要 な 事 項

で あ る と 考 え て い ま す 。  
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３  

藤 島 地 区 に 予 定 さ れ て い る

地 域 拠 点 に つ い て は 、速 や か な

事 業 化 を 願 い ま す 。  
 
 

 地 域 拠 点 と は 、商 業 、生 活

サ ー ビ ス 、医 療 ・ 福 祉 、行 政

等 、日 常 生 活 に 必 要 な 機 能 が

集 積 し た 、地 域 で の 暮 ら し を

支 え る 拠 点 の 形 成 を 目 指 す

も の で す 。  

こ の た め 、「 小 牧 市 都 市 計

画 マ ス タ ー プ ラ ン 全 体 構 想

（ 案 ）」 に 位 置 付 け た 地 域 拠

点 に つ い て は 、藤 島 地 区 に 限

る こ と な く 各 々 必 要 な 検 討

を 進 め 、早 期 に 事 業 推 進 を 図

る 必 要 が あ る と 考 え て い ま

す 。  

４  

地 域 拠 点（ 藤 島 地 区 ）と 小 牧・

岩 倉 を 結 ぶ バ ス 路 線 も 、で き れ

ば 増 便 し て ほ し い 。  

藤 島 地 区 を 含 め た 本 市 西

部 地 域 と 名 鉄 犬 山 線 を 結 ぶ

公 共 交 通 の 充 実 を 図 る た め 、

間 内 駅 か ら 藤 島 地 区 を 経 由

し 名 鉄 犬 山 線 岩 倉 駅 へ 接 続

す る 路 線 の 開 設 を 本 市 か ら

名 鉄 バ ス 株 式 会 社 に 要 請 し 、

平 成 26 年 ８ 月 か ら 運 行 し て

い ま す 。こ の 路 線 の 利 用 状 況

は 、開 設 当 初 か ら 横 ば い で あ

り 、当 初 目 標 の 利 用 者 数 に 未

だ 達 し て お り ま せ ん 。  

こ う し た こ と か ら 、現 時 点

で は 、本 市 か ら 名 鉄 バ ス 株 式

会 社 に 増 便 を 要 請 す る こ と

は 難 し い 状 況 で あ り ま す の

で 、今 後 、多 く の 方 々 に ご 利

用 い た だ き た い と 考 え て い

ま す 。  

５  

文 化 財 の 保 護（ 景 観 形 成 ）に

つ い て 、市 内 の 指 定 文 化 財 、特

に 市 指 定 有 形 文 化 財 の 数 が 隣

接 市 町 に 比 べ 少 な す ぎ る 気 が

し ま す 。積 極 的 な 文 化 財 指 定 を

行 っ て ほ し い と 思 い ま す 。  
ま た 、「 清 流 亭 の 藤 」 に つ い

て 、料 亭 廃 業 後 の 維 持 が な っ て

い な い の で 、然 る べ き 対 応 を お

願 い し ま す 。  

市 指 定 文 化 財 に つ き ま し

て は 、文 化 財 の 所 有 者 や 管 理

者 等 か ら の 申 し 出 を 受 け 、小

牧 市 教 育 委 員 会 事 務 局 に お

い て 小 牧 市 文 化 財 保 護 審 議

会 で の 調 査・審 議 を 経 て 指 定

さ れ ま す 。  
こ の た め 、都 市 計 画 に お い

て 景 観 は 重 要 な 構 成 要 素 で

あ り 、そ の 中 で 、文 化 財 の 保

護 は 有 効 な 施 策 の 一 つ で あ
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り ま す の で 、 「 清 流 亭 の 藤 」

を 含 め ま し て 、い た だ い た ご

意 見 に つ き ま し て は 、所 管 す

る 本 市 教 育 委 員 会 事 務 局 に

伝 え さ せ て い た だ き ま す 。  

６  

市 内 で 不 足 す る 用 地 を 補 う

産 業 候 補 ゾ ー ン の 対 象 と し て 、

物 流 施 設 の 適 用 範 囲 を 拡 大 し

た 今 回 の 全 体 構 想 案 は 、将 来 の

都 市 づ く り に お い て も 有 効 で

あ る と 考 え 、 賛 同 い た し ま す 。 
産 業 候 補 ゾ ー ン へ の 円 滑 な

企 業 立 地 が 図 れ る よ う 、市 側 で

も 地 区 計 画 制 度 の 活 用 な ど に

よ る 時 代 の 要 請 に 合 致 し た 産

業 立 地 を 推 進 す る 制 度 の 整 備 、

運 用 体 制 の 確 立 を お 願 い い た

し ま す 。  

産 業 候 補 ゾ ー ン に お け る

新 た な 産 業 地 の 形 成 に つ い

て は 、土 地 利 活 用 の 熟 度 が 高

ま っ た 場 合 に は 、円 滑 に 土 地

利 活 用 が 図 れ る よ う 関 係 機

関 と 調 整 を 進 め て ま い り ま

す 。  

７  

近 年 益 々 人 口 減 少 が 進 み 、財

政 状 況 が 厳 し く な り 、道 路 整 備

を 取 り 巻 く 社 会 経 済 状 況 が 変

化 し て お り 、時 代 の 流 れ に 対 応

し た 都 市 計 画 道 路 の 見 直 し が

求 め ら れ て い る 。  
こ の よ う な 状 況 の 中 、長 期 未

着 手 の 都 市 計 画 道 路 の 必 要 性

な ど を 再 検 証 し 、必 要 に 応 じ て

計 画 の 変 更 、 廃 止 を 行 う た め

「 愛 知 県 都 市 計 画 道 路 見 直 し

方 針 」 が 示 さ れ た 。  
都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に お

い て も 都 市 計 画 道 路 見 直 し 方

針 を 反 映 し て く だ さ い 。  
 

都 市 計 画 道 路 の 未 整 備 路

線 に つ い て は 、昨 年 度 、「 愛 知

県 都 市 計 画 道 路 見 直 し 方 針 」

に 基 づ き 、本 市 に お い て も 必

要 性 、実 現 性 及 び 代 替 道 路 に

つ い て 再 検 証 を 行 い ま し た 。  
そ の 結 果 、該 当 路 線 は 本 市

ま ち づ く り の 骨 格 を 成 す 都

市 計 画 道 路 で あ り 、市 内 の 渋

滞 解 消 と 安 全 性 及 び 利 便 性

の 向 上 に 資 す る こ と な ど か

ら 、変 更 及 び 廃 止 は 行 わ な い

こ と と し ま し た 。  

 

６  公 開 に つ い て  

 広 報 こ ま き「 １ ２ 月 １ ５ 日 号 」で お 知 ら せ す る と と も に 、上 記「 ３  
資 料 閲 覧 場 所 」 に お い て 、 市 の 考 え 方 を 公 開 し ま す 。  

※ 公 開 期 間：令 和 元 年 １ ２ 月 １ ５ 日（ 日 ）～ 令 和 ２ 年 ３ 月 １ ４ 日（ 土 ） 
 た だ し 、 市 の ホ ー ム ペ ー ジ は 、 令 和 ３ 年 ３ 月 ３ １ 日 （ 水 ） ま で 閲

覧 可 能  

 


